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読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎ 950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　　古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

京都、北京、パリ、
シチリア…。人生
の達人、浅田流の
旅の極意が詰ま
ったエッセイ集で
す。家にいながら
にして、ちょっぴり
旅気分を味わっ
てみませんか。

浅田 次郎／著 文藝春秋
かわいい自分には旅をさせよ

七夕まつり   7月7日㈯ 
丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

黒田 夏子／著 文藝春秋

ノーベル平和賞で世の中がわかる

ａｂさんご

全文横書き、固有名
詞なし。日本語の限
界に挑戦し、早稲田
文学新人賞・芥川
賞を受賞した、「７５
歳の女流新人」の
超話題作です。他に
２編を収録。

びんぼうがみじゃ

ある日、だんご屋のた
っくんの家に貧乏神
がやってきた。それ以
来、お店のだんごはカ
チカチになって売れ
ないし、とうとう家まで
傾いてきた。たっくん
一家の運命は？

苅田 澄子／作 西村 繁男／絵
                             教育画劇

池上 彰／著 マガジンハウス

ぬいぐるみのお泊り会

1月20日㈰ ①14:00（4歳～6歳） ②14:30（低学年）

中央図書館にて実施します。申し込みは１月５日㈯

13:00から中央図書館にて受付します。（市内在住・

図書館利用カードをお持ちの方・各10人・電話不可）

クリスマス会

各施設の休館中は、防犯のためブックポストの使用
を中止します。あらかじめご了承ください。

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月末日をもって閉館します。

子どもたちや高齢者の方に、楽し
いおはなしを届けるボランティ
アの入門講座です。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。

3月  3日㈰    陵南の森図書館 14：00

3月  9日㈯    羽曳が丘図書館 15：00

3月10日㈰    陵南の森図書館 14：00

3月13日㈬    東部図書館       10：30

3月16日㈯    陵南の森図書館 15：00

3月16日㈯ 　古市図書館       15：00

3月17日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

3月23日㈯    丹比図書館       10：30

3月23日㈯ 　羽曳が丘図書館 15：00

3月24日㈰    陵南の森図書館 14：00

3月3日㈰、10日㈰、17日㈰ 、24日㈰

                  中央図書館       13:30

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

第19回朗読発表会

春の読書講演会

3月9日㈯　13:30～
ＬＩＣはびきの音楽実習室
主催：朗読ボランティアグループはびきの
定員：80人（当日先着順）

テーマ「絵本の読み聞かせ・再入門」
講師 神村 朋佳氏（大阪樟蔭女子大学講師）
3月17日㈰　13:30～　
羽曳野市役所別館３階　会議室
定員 100人（当日先着順）サラダボール
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